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筆者らはこれまで(Cu, Ga)−P 同時添加によ

るGe系クラスレートの熱電特性への影響につ

い て 報 告 し て き た 1) ． 本 研 究 で は

Ba8Cu5GaxGe40−xP クラスレートに対して Ga 添

加量による熱電特性への影響について調査し

た結果について報告する． 

試料の仕込組成は Ba8Cu5GaxGe40−xP(x = 1, 2, 

3)とした．ここで，P は蒸気圧が高く仕込通り

に添加できないことを想定し，仕込組成値の 2

倍量添加した．アーク溶融で作製した

Ba8Cu5GaxGe40−xP を粉末化し，それを放電プラ

ズマ焼結し試料を作製した．作製した焼結体に

ついて X 線回折，熱電特性（ゼーベック係数 S，

電気伝導率，および熱伝導率）の測定，SEM

観察および元素分析を行った． 

Fig. 1 にゼーベック係数および電気伝導率

の温度依存性を示す．なお，X線回折より各試

料の主相がクラスレート相であることを確認

した．ゼーベック係数は x = 1 において最大と

なり，500 K において−297 V/K であった．

また，Ga 添加量が増加することでゼーベック

係数のピーク位置が高温側にシフトしている

ことがわかる． 

出力因子 PFは x = 1 の試料において最大と

なり，470 K において PF = 9.5 Wcm−1K−2 で

あった．この値は Ba8Cu6Ge40 の従来の報告値

より大きく，先に報告した Ba8Cu5Ga2Ge38P の

P×2試料 1)と同程度であった． 

 

 

Fig. 1. (a) Seebeck coefficient and (b) electrical 

conductivity vs. temperature for Ba8Cu5GaxGe40−xP. 
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